
第
十
二
号 

２
０
０
４
・
８ 

（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
症
候
群
） 

Ｓ
Ｊ
Ｓ 
患
者
を
励
ま
す
会 

 

連
絡
先 

０
４
２
４
・
８
２
・
１
３
４
８ 

          
 

 
 

 
 

  
 

 
 

視
力

視
力
障
害
認
定
基
準
に 

「
実
用
視
力
」
を 

 

厚
労
省
の
前
向
き
対
応 

厚
労
省
・
医
薬
品
副
作
用
被
害
対
策
室
（
以
下
「
対
策
室
」）
お
よ
び
、
独
立

行
政
法
人
・
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
以
下
「
総
合
機
構
」）
で
は
、
Ｓ

Ｊ
Ｓ
患
者
救
済
に
関
す
る
視
力
障
害
認
定
基
準
を
Ｓ
Ｊ
Ｓ
独
特
の
症
状
に
合

致
し
た
も
の
に
改
善
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
て
き
た
。 

 

こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
は
、
一
貫
し
て
、
両
眼
視
力
合
わ
せ
て
０
・
０
８

以
下
と
い
う
だ
け
の
視
力
判
定
基
準
を
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
独
特
の
症
状
を
加
味
し
た

も
の
に
改
定
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
請
・
陳
情
し
て
き
た
が
、「
こ
れ
は
障
害

認
定
基
準
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
変
更
で
き
な
い
」
と
い
う
の
が
「
対

策
室
」
の
回
答
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
中
間
報
告
で
「
実
用
視
力
」

の
概
念
が
導
き
だ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
判
定
基
準
が
見
直
さ
れ
、
多
く
の

患
者
が
こ
れ
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。 

 

委
託
研
究
グ
ル
ー
プ
の
中
間
報
告 

「
総
合
機
構
」
よ
り
、
研
究
委
託
さ
れ
て
い
る
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
（
眼

科
）
坪
田 

一
男
教
授
か
ら
「
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
へ
の
説
明
会
」
と
い
う
形
で
７
月

２
１
日
に
中
間
報
告
を
し
て
も
ら
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

ど
う
い
う
方
向
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
強
い
関
心
を

も
っ
て
き
た
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
は
、
厚
労
省
側
か
ら
の
呼
び
か
け
で
救
済
改
善
方

向
が
提
示
さ
れ
る
の
は
初
め
て
だ
と
、
酷
暑
の
な
か
を
不
自
由
な
体
を
押
し

て
関
東
一
円
か
ら
東
海
、
愛
知
ま
で
の
広
い
範
囲
か
ら
参
集
。
最
初
に
「
総

合
機
構
」
の
永
堀
部
長
よ
り
開
催
趣
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、「
対
策
室
」

か
ら
小
出
室
長
、
増
田
室
長
補
佐
も
臨
席
。 

 

研
究
の
方
向
は
新
し
い
基
準
作
成 

①
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
を
救
済
す
る
た
め
の
視
覚
障
害
認
定
の
新
し
い
基
準
の
作
成
。 

②
重
症
症
状
の
一
つ
で
あ
る
ド
ラ
イ
ア
イ
の
評
価
、
ド
ラ
イ
ア
イ
に
よ
る
実

用
視
力
と
い
う
概
念
。 

③
日
常
生
活
に
対
す
る
障
害
度
に
つ
い
て
実
地
調

査
。 

④
障
害
認
定
に
係
る
指
標
の
検
討
。 

⑤
研
究
期
限
は
２
０
０
５
年

３
月
末
。 

 

認
定
基
準
に
実
用
視
力
を
加
味 

 

ド
ラ
イ
ア
イ
で
は
眼
を
開
け
る
こ
と
に
よ
り
急
激
に
眼
表
面
が
乾
き
、
視
力

が
低
下
し
て
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
（
実
用
視
力
の
低
下
）。 

 

し
た
が
っ
て
、
従
来
の
視
力
検
査
の
よ
う
に
、
瞬
間
的
に
視
力
表
が
ど
れ
だ

け
見
え
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
眼
を
開
い
て
い
る
間
で
の
視
力
の
経

時
的
変
化
（
１
０
秒
、
２
０
秒
、
３
０
秒
後
）
を
み
て
い
く
検
査
基
準
を
加
味
。 

 

実
用
視
力
基
準
採
択
上
の
問
題
点 

①
現
在
の
実
用
視
力
計
で
は
、
１
・
０
か
ら
０
・
０
４
ま
で
の
測
定
し
か
で

き
な
い
。（
０
・
０
４
未
満
の
実
用
視
力
が
測
定
可
能
な
よ
う
に
機
器
を
改
善

す
る
よ
う
指
示
ず
み
） 

②
実
用
視
力
以
外
の
３
０
項
目
に
及
ぶ
眼
所
見（
マ

ツ
ゲ
乱
生
、
涙
点
閉
鎖
、
瞼
球
癒
着
、
角
膜
角
化
・
混
濁
、
上
皮
欠
損
等
）

と
、
日
常
生
活
に
対
す
る
障
害
度
が
ど
の
よ
う
に
実
用
視
力
へ
関
与
し
て
く

る
か
は
未
解
析
。 

 

質
疑
応
答 

 

村
戸 

ド
ー
ル
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
併
用
の
「
目
の
構
造
」
に
関
す
る
講
演
、

海
道 

美
奈
子
先
生
の
「
Ｓ
Ｊ
Ｓ
に
お
け
る
実
用
視
力
」
に
関
す
る
講
演
、
坪

田 

一
男
教
授
の
総
括
講
演
終
了
後
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
（
Ｑ
＆
Ａ
）
が

あ
っ
た
。 

Ｑ
〔
角
膜
移
植
と
涙
の
関
係
〕
Ａ 

涙
が
出
な
い
と
成
功
率
が
低
い
。
涙
の 

 

中
に
拒
絶
反
応
を
抑
え
る
要
素
も
あ
る
の
で
、
涙
が
な
い
と
角
膜
移
植
も 

 

不
利
。
涙
点
が
ポ
ッ
カ
リ
空
い
て
い
る
人
は
だ
め
。（
坪
田
教
授
） 

Ｑ
〔
ド
ラ
イ
ア
イ
を
補
う
た
め
に
点
眼
薬
は
不
可
欠
。
血
清
点
眼
な
ど
有
効 

 

な
点
眼
薬
の
自
己
負
担
額
が
大
き
い
の
で
国
の
力
で
無
料
に
し
て
ほ
し 

 

い
〕
Ａ 

涙
の
中
に
あ
る
成
分
を
利
用
で
き
る
の
は
自
己
血
清
だ
け
で
あ 

 

り
、
血
清
点
眼
は
重
要
。
血
清
に
近
い
人
工
涙
液
は
現
在
ア
ピ
ー
ル
中
。 

将
来
、
涙
腺
に
あ
る
タ
ネ
（
ス
テ
ム
セ
ル
）
を
培
養
し
て
再
生
医
療
で
涙 

の
再
構
築
を
し
た
い
。（
坪
田
教
授
） 

Ｑ
〔
Ｓ
Ｊ
Ｓ
は
見
え
な
い
だ
け
で
な
く
、
眼
が
乾
き
、
痛
み
が
ひ
ど
い
。
こ 

 

れ
は
数
値
に
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
が
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
〕
Ａ 

普 

通
の
ド
ラ
イ
ア
イ
と
異
な
り
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
は
眼
を
瞑
っ
て
い
て
も
痛
い
。
客 

観
的
な
基
準
に
は
乾
き
が
関
連
さ
せ
ら
れ
な
い
か
。（
坪
田
教
授
） 

 

 

裏
面
へ 

  

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
（
眼
科
）

坪
田 

一
男 

教
授 



米・SJS 関連ホームページより 

２
年
７
ケ
月
で
Ｓ
Ｊ
Ｓ
発
症 

１
０
６
４
人 

 

厚
労
省
は
、
医
療
関
係
者
向
け
「
医
薬
品
・
医
療
用
具
等

安
全
性
情
報
」
№
２
０
３
（
Ｈ
１
６
・
７
・
２
９
）
で
、
平

成
１
５
年
１
０
月
２
６
日
ま
で
の
約
２
年
７
ケ
月
間
に
お
け

る
Ｓ
Ｊ
Ｓ
・
Ｔ
Ｅ
Ｎ
患
者
の
情
報
を
公
表
し
た
。 

７
月
２
９
日
夕
刻
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
（
ニ
ュ
ー
ス
９
）
で

も
放
映
、
翌
３
０
日
の
各
紙
で
も
詳
し
く
報
じ
ら
れ
た
。 

年
間
Ｓ
Ｊ
Ｓ
発
症
者
数
は
増
加 

 

こ
れ
ま
で
厚
労
省
は
、
年
間
Ｓ
Ｊ
Ｓ
発
症
者
数
は
３
０
０

人
程
度
と
公
表
し
て
き
た
。
し
か
し
今
回
の
発
表
で
は
、
２ 

年
７
ケ
月
間
で
１
０
６
４
人
（
年
間
ベ
ー
ス
４
１
２
人
）
と

な
り
、
周
知
徹
底
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
強
化
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
１
０
６
人
（
年
間
ベ
ー
ス
４
１
人
） 

                

が
死
亡
し
、
６
２
人
（
年
間
ベ
ー
ス
２
４
人
）
に
後
遺
症
が

残
っ
て
い
る
。
特
に
Ｔ
Ｅ
Ｎ
の
死
亡
率
は
２
０
～
３
０
％
に

も
及
ぶ
高
率
で
あ
る
と
の
報
告
は
軽
視
で
き
な
い
。 

原
因
と
さ
れ
る
医
薬
品 

 

発
症
の
被
疑
薬
と
し
て
報
告
が
あ
っ
た
医
薬
品
は
２
８
３

成
分
も
あ
り
、
解
熱
鎮
痛
消
炎
剤
が
多
い
の
が
目
立
っ
て
い

る
他
は
従
来
と
傾
向
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
こ
の
う
ち
、

市
販
の
風
邪
薬
や
解
熱
剤
が
原
因
と
み
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
５

８
件
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。（
下
記
表
参
照
） 

 

米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
知
事 

８
月
を
Ｓ
Ｊ
Ｓ
警
戒
月
間
に
！ 

 

米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
の
ビ
ル
・
オ
ウ
エ
ン
ス
知
事
は
、
７
月

１
９
日
、
８
月
を
Ｓ
Ｊ
Ｓ
警
戒
月
間 

と
宣
言
し
、
州
民
に

厳
重
注
意
を
促
し
た
。
同
宣
言
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
・
Ｔ
Ｅ 

Ｎ
は
全
米
で
毎
年
２
０
０ 

万
人
以
上
が
入
院
し
、
１ 

４
万
人
以
上
が
死
亡
し
て

い
る
。
ま
た
年
齢
・
人
種
・ 

性
別
の
如
何
を
問
わ
ず
発

症
し
て
い
る
（
特
に
子
ど

も
の
割
合
が
大
き
い
）
と

の
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
同
知
事
は
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
に 

よ
る
長
期
の
破
壊
的
な
被 

害
を
最
少
限
に
抑
え
る
最 

善
の
策
は
、
早
期
発
見
（
診 

断
）、
投
薬
中
止
、
早
期
治 

療
だ
と
全
州
民
に
注
意
を 

喚
起
し
て
い
る
。 

               

「
対
策
室
」
よ
り
（
小
出
室
長
）（
一
面
「
視
力
認
定
基
準
」
に
つ
づ
く
） 

１
．
Ｓ
Ｊ
Ｓ
に
合
っ
た
基
準
を
目
指
し
て
、
基
礎
デ
ー
タ
を
作 

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
段
階
で
す
。 

２
．
研
究
委
託
期
限
の
来
年
３
月
に
は
「
対
策
室
」
に
移
管
さ 

 

れ
る
の
で
、
関
係
の
審
議
会
に
諮
り
他
の
患
者
と
の
バ
ラ
ン 

ス
を
考
え
て
、
な
る
べ
く
早
く
目
標
を
達
成
し
た
い
。 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
会
よ
り 

１
．
必
要
な
デ
ー
タ
蒐
集
の
た
め
に
は
全
国
の
患
者
に
協
力
を 

要
請
し
て
い
く
の
で
、
一
日
も
早
い
研
究
の
完
成
に
努
め
て 

い
た
だ
き
た
い
。（
湯
浅
代
表
） 

２
．
爪
が
剥
離
し
た
ま
ま
再
生
し
な
い
後
遺
症
も
あ
る
。
視
力 

以
外
の
Ｓ
Ｊ
Ｓ
特
有
の
症
状
も
加
味
し
て
ほ
し
い
。（
大
島  

東
海
地
区
代
表
） 

     

          川畠 成道さん 
          あなたは８歳のときＳＪＳを発

症         症し、その後、SJS 後遺症で視

          力を失われました。菩提樹に向

かって歩行訓練に励み、やり遂

げた自信を土台にして、世界に

羽ばたくヴァイオリニストにな

られました。 
 このたび高校の教科書であなたのことが取りあげら

れたのは、とても素晴らしいことだと私たちは喜んで

います。 あなたのヴァイオリンがこんなにも人を感

動させるのはなぜなのでしょう。それは、苦しみを乗

り越え、己に打ち克ったあなただからこそ、優しい音

色が人の心を打つのだと私は思います。 
 あなたと同じ病に耐え、自分らしく生きようとがん

ばっている沢山の患者さんたちのためにも、希望の灯

火であり続けてください。      一フアンより

川畠 成道さんのことが 高校二年英語 
教科書「power on（東京書籍 刊）」に 

 報告の多い推定原因 
 医薬品（薬効分類別） 
抗生物質製剤 
解熱鎮痛消炎剤 
抗てんかん剤 
総合感冒薬 
痛風治療剤 
消化性潰瘍用剤 
合成抗菌剤 
サルファ剤 
高脂血症用剤 
精神神経用剤 

報告の多い推定原因 
医薬品（医薬品別） 
カルバマゼピン 
アロプリノール 
ジクロフェナクナトリウム 
レボフロキサシン 
ロキソプロフェンナトリウム 

ゾニサミド 
アジスロマイシン水和物 
セフジニル 
塩酸セフカペンピボキシル 
クラリスロマイシン 

報告の多い推定原因 
医薬品（薬効分類別） 
抗生物質製剤 
解熱鎮痛消炎剤 
抗てんかん剤 
総合感冒薬 
痛風治療剤 
消化性潰瘍用剤 
合成抗菌剤 
サルファ剤 
高脂血症用剤 
精神神経用剤 

平成13年4月1 日から平成15年10月26 日までの

症例報告より 

事務局より 
「SJSだより6月

号」発送の際、募

金訴えを一部お願

いしましたとこ

ろ、59人の方から 
427,000 円のご協

力をいただきまし

た。紙面をかりて

厚く御礼申し上げ

ます。 




